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但召和59年10月 1日制定） 市 民 憲 章 

   

  

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑥自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります二 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

Lげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

い視野に立って西北津軽の人々と協調 

し、郷土の限りない発展を願って、こ 

こに市民憲章を定めます。 
一
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●
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
いo
  

後
で
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 
,
 

 

全
国
大

会
に

2
チ
ー
ム

出
場
 

市
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
会
 

         

         

         

         

         

     

~‘に 

  

  

極津 

    

       

森田市長（後列右から5番目）に全国大会出場を

伝えるために市役所を訪れたチームの皆さん 

去
る

四
月
一
一

十
四
・

一
一
十五

の
両
日
、
 

東
京
都

駒
沢
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
公

園
で
開

か
れ
た
 

「第

一

回
全
国

選
抜
ゲ
 

ー
ト
ボ
 

ー
ル
大
 

ー
 

会
」
に
、
本
市
か
ら
男
女
各

ー
 

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
 

出
場
し
た
の
は
、
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（葛
西
専
造
会
長
）
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
会
で
、
男
子

は
伊
藤
徳
一
監
督
ほ
か
七
人
、
 

女
子
は
神
い
つ
監
督
ほ
か
六
人

の
合
わ
せ
て
一
五
人
で
す
。
 

伊
藤
さ
ん
達
は
去
る
一
月
十

日
、
弘
前
市
で
開
か
れ
た
県
予

選
大
会
で
rlハ
五
歳
以
上
の
部
」
 

の
県
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。
 

市
老
連
の
葛
西
会
長
と
伊
藤

さ
ん
達
は
四
月
十
一
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
森
田
市
長
に
全
国
 

呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
消
防
本
部
と
消

防
署
で
は
期
間
中
、
通
行
者
に

対
し
火
災
予
防
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
花
の
種
を
配
る
街
頭
広
報
や

高
層
建
築
物
で
の
火
災
を
想
定

し
た
避
難
、
救
助
、
消
火
活
動

訓
練
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
宅

訪
間
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
防

火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
期
間
中
は
初
日
に

あ
い
に
く
錦
町
で
三
棟
を
全
半

焼
す
る
火
災
が
発
生
し
、
火
災

予
防
意
識
の
大
切
さ
を
改
め
て
 
 

大
会
出
場
を
伝
え
ま
し
た
。
森

田
市
長
は
 
「県

・
市
の
代
表
と

し
て
ご
健
闘
を
期
待
い
た
し
ま

す
」
と
激
励
す
る
と
、
伊
藤
さ

ん
達
は
 
「力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ

て
き
ま
す
」
と
応
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
葛
西
会
長
も
「
願

っ
て
も
で
き
得
な
い
栄
誉
で
す
。
 

五
所
川
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
た
め
に
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

認
識
づ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
 

醐

知
り
せ
 

見
や
す
い
広
報
を
と
活

字
を
大
き
く
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
活
字
体
と

比
較
し
て
、
高
さ
は
同
じ

た
め
型
式
は
さ
し
て
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
字
幅
が
〇
 

・

五
ミ
リ
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
 

火災予防を呼びかけ市内をパレ 

ードするポンプ車 

春
の
火
災
予

防
運
動
初
日
の

四
月
七
日
、
消

防
本
部
、
消
防

署
、
消
防
団
で

は
約
三
〇
台
の

ポ
ン
プ
車
と
七

五
人
の
署
員
や

団
員
が
出
動
し
、
 

全
市
内
を
パ
レ
 

ー
ド
し
て
市
民

に
火
災
予
防
を
 



効
率
的

な
行

財
政
を

K
 

嘉
叱
、
め
ざし

て
 

『市
行
政

改
革
大
綱
』
を
策
定

ー
 

市
で
は
三
月
一
一
十
九日
、
 「五
所
川
原
市
行
政
改革
大
綱
」
 

を
策
定
し
ま
し
た
。
 

本
市
で
は
、一
」
れま
で
も
積
極
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
 

特
に
昭
和
五
十
九年
に
は
、
組
織
を
近
代
化
し
て
行
政
の
ス
ピ
 

ー
ド
化
を
図
る
た
め
に

1部
制
 
を
施
行
し
た
ほ
か
、
 冬
時

間
」
を
他
市
に
先
駆
け
て
廃
止
し
市
民
の
要
望
に
応
え
る
な
ど
、
 

そ
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢
が
一
段
と
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
 

市
民
の
行
政
に
対
す
る
期
待
、
要
望
は
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
る

一
方
で
、財
政
事
情
は
緊
迫
度
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
り

こ
の
た
び
策
定
の
大
綱
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
し
な

が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
と
市
民
の
福
祉
向
上
を
図

る
た
め
に
、
経
常
経
費
の
削
減
、
既
存
の
組
織
や
制
度
、
施
策

等
を
見
直
し
し
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な
行
財
政
運営
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。
 

大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ
て
市
で
は
昨
年
五
月
、
庁
内
に
森
田

「
 

市
長
を
本
部
長
と
す
る
 
市
行
政
改
革
推
進
本
部
 
を
設
置
。
 一

ま
た
、
こ
れ
に
市
民
の
意
向
を
十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
去
一

る
一
月
に
は
民
問
有
識
者
等
十
五
人
の
委
員
を
委
嘱
し
「
市
行

政
改
革
懇
談
会

l
 
（
村
上
純
一会
長
）
を
設
置
し
、
意
見
を
求

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
懇
談
会
で
は
四
回
に
わ
た
っ
て

審
議
を
重
ね
、
去
る
三
月
五
日
、
 「市
行
政
改
革
大
綱
に
関
す

る
提
言
」
を
答
申
。
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
て
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
綱
に
は
、
当
面
実
施
す
る
行
政
改
善
事
項
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
が
、
行
革
は
市
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て

こ
そ
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

実
施
に
あ
た
っ
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

大
綱
の
全
文
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

当回⑩

鋼問窃園 

＼

問 

（
事
 務
 
事
 
業
 
の
 
見
 
直
 
し）
 

①
五
所
川
原
市
の
行
財
政
を
と

り
ま
く
環
境
は
ま
こ
と
に
厳
し

い
も
の
が
あ
る
な
か
で
、
こ
れ

を
克
服
し
て
高
令
化
社
会
・
高

度
情
報
化
へ
の
移
行
、
価
値
観

の
多
様
化
等
、
社
会
情
勢
の
激

し
い
変
化
に
対
応
し
て
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
形
成
し
、
福
祉
 
 

向
上
を
図
る
た
め
、
組
織

・
機

構
・
制
度
・
施
策
等
を
見
直
し

し
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な
行

財
政
運
営
を
目
ざ
す
も
の
で
あ

る
。
 

特
に
新
規
事
業
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド

（注
参
照
）
を
旨
と
 
 

し
、
機
構
の
肥
大
化
、
財
政
の

硬
直
化
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
配
慮
し
て
、
財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
配分
を
行
う
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
 

②
行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
五
所
川
原
市
行
政
改
革

懇
談
会
の
提
言
の
趣
旨
を尊
重

し
、
市
政
に
関
す
る
情
報
・
」
忌

見
の
公
開
、
交
換
を
も
と
に
議
 
 

会
や
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
労
使
一
体
と
な
り
全
庁

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
 

③
こ
の
大
綱
の
行
政
改
革
推
進

の
基
本
項
目
は
、
m
事
務
事
業

の
見
直
し
 
②
組
織
・
機
構
の

簡
爽

口
理
化
 ⑧
給
与
の
適
正

化
 
④
定
員
管
理
の
適
正
化

⑤
民
間
委
託
、
o
A
化
等
事
務

改
革
の
推
進
 
⑥
会
館
等
公
共
 
 

施
設
の
設
置
及
び管
理
運
営
の

合
理
化
 
の
六
項
目
と
す
る
。
 

④
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
行
政
改

革
推
進
の
担
い
手
で
あ
る
責
務
 

①
支
所
で
行
っ
て
い
る
戸
籍
、
 

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
等
の
事

務
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
 

（
注
参照
）
等
の
代
替
措
置
に

よ
り
地
区
住
民
の
利
便
を
確
保

し
つ
つ
一
元
化
を
検討
す
る
。
 

②
市
税
、
分
担
金
、
使
用
料
等

の
収
納
率
向
上
と
収
納
事
務
の

簡
素
化
の
た
め
、
ロ
座
振
替
制

度
の
導
入
を
検
討
す
る
。
 

③
）
＼用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
を

貫
き
適
時
見
直
し
を
行
う
。
 

④
市
有
財
産
の
管
理
を
厳
正
に

行
い
、
遊
休
地
や
貸
付
し
て
い

る
土
地
を
極
力
処
分
す
る
よ
う

努
め
る
。
 

⑤
歳
出
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
経
常
経
費
の
節
襲
口
理
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、政
策
的
経
 

効
率
的
な
も
の
で
な
け
れ
ばな
 
 

を
認
識
し
て
一
人
ひ
と
り
が
業

務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ

げ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
 

行
政
改
革
の
推
進
に
努
め
る
ゆ
 

費
に
つ
い
て
も
行
政
と
住
民
の

役
割
分
担
や
経
費
負
担
の
あ
り

方
を
見
直
し
す
る
。
 

⑥
市
単
独
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
 

統
合
、メ
ニ
ュ
ー
化
（注
参
照
）
、
 

削
減
、
廃
止
等
の
終
期
を
明
示

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
 

⑦
市
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
 

た
と
え
厳
し
い
財
政
下
で
あ
っ

て
も
、
地
域
の
活
性
化
や
福
祉

向
上
の
た
め
必
要
な
事
業
は
実

施
す
る
こ
と
は
当
然
であ
る
が
、
 

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
既
存
の
補

助
制
度
利
用
で
目
的
を
達
し
得

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
極
力
補

助
制
度
の
導
入
に
努
め
る
と
と

も
に
、
資
金
そ
の
他
民
間活
力

を
利
用
し
、
経
費
の
節
減
と
行

政
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚
を
図

る
。
 

①
本
市
で
は
昭
和
五
十
九
年四
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昌
奉

方
針
 

 

   

\
 

細

織
・
機

構
の

簡
素
合

理

化
）
 

行
政
組
織
は
時
代
に
即
応
し
、
 
ら
な
い
。
 

(
 

や
 



需 

与 

の 

適 

正 

化 
、ーノ 

月
、
部
制
を
施
行
し
、
大
幅
な

権
限
委
譲
と
課
係
の
統
廃
合
を

実
施
し
て
人
員
減
を
もた
ら
し

た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
適
時

見
直
し
や
点
検
を
行
い
、肥
大
 

〔
」
給
与制
度
の
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、
住
民
感
情
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
職
員
の
志
気
高
揚
を

図
り
つ
つ
厳
正
に運
用
す
る
。
 

②
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
実
情

に
合
わ
か
く
な
り
、
市
民
の
理
 

化
防
止
と
簡
素
化
に
努
め
る
。
 

②
交
通
・
情
報網
の
整
備
に
よ

り
、
そ
の
必
要
性
が薄
れ
て
き

て
い
る
支
所
の
統
廃
合
を
検
討

す
る
。
 

解
を
得
に
く
い
特
殊
勤
務
手
当

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
。
 

な
お
、
水
道
使
用
料
外
勤
手

当
、
水
道
量
水
器
検
針
手
当
、
 

公
営
住
宅
使
用
料
外
勤
手
当
及

び
現
場
作
業
手
当
は昭
和
六
十
 

③ 昭和61年（1986年）5 月1日 

森田市長（正面左） に 「市行政改革大綱に関する提言」 を 

答申する村上純一会長（同右） 	3月5日 
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,
 

,
 

  

年
度
限
り
で
廃
止
す
る
。
 

も
見
直
し
す
る
。
 

③
管
内
旅
費
の
日
当
に
つ
い
て
 

 

（
定
 
員
 
管
 
理
 
の
 
適
 
正
 
化
）
 

各
種
扶
助
費
の
〇
A
機
器
に
よ

る
処
理
を
検
討
す
る
。
 

⑨
土
木
建
築
の
設
計
積
算
業
務

の
O
A
化
を
検
討
す
る
。
 

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
民
間
 

今
後
も
欠
員
の
補
充
を
最
少

委
託
を
中
心
に
事
務
事
業
の
見
 
に

と
ど
め
、
新
た
な
行
政
需
要

直
し
や
、
〇
A
化
（
注
参
照
）
 
に

対
し
て
は
配
置
転
換
等
に
よ

等
事
務
改
革
に
よ
っ
て
増
員
抑
 
っ

て
対
処
し
、安
易
な
増
員
は

制
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
 

行
わ
ず
、
今
後
五
年
間
で
二
・
 

る
。
 

一
一督
減
員
す
る
。
 

曾

間
委
託
、
O
A
化
等
事
務
の
推
進
）
 

①
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
昭
 
践
の
成
果

と
農
業
者
自
身
の
創
 
い

て
は
、
既
に
一
部
の
コ
ミ
ユ

和
六
十
年
度
か
ら
新
た
に
市
庁
 
意
工

夫
を
セ
ン
タ
ー
運
営
に
活
 
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
 

舎
の
電
話
交
換
業
務
、
駐
車
場
 
か

す
た
め
、
技
術
を
有
す
る
公
 
地
域
住

民
の
自
主
的
管
理
に
よ

管
理
業
務
を
委
託
す
る
等
広
範
 
共
団
体

へ
の
委
託
を
検
討
す
る
。
 
っ
て
利
用
者
本
位
の
運
営
及
び

に
わ
た
っ
て
推
進
し
て
き
た
と
 

⑤
o
A
化
等
事
務
改
革
に
つ
い
 

経
費
の
節
減
等
で
成
果
を
あ
げ

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
民
間
 

て
は
、
事
務
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
 
て
お

り
、
今
後
も
地
域
住
民
の

活
力
の
導
入
を
図
り
、
行
政
責
 
事
務

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
 
理
解
と
協
力
を
得
て
計
画
的
に

任
を
確
保
し
つ
つ
質
的低
下
を
 

O
A
機
器
導
入
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
 
進
め

る
。
 

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
 
ト

を
組
織
し
て
教
育
訓
練
を
含
 

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

て
引
き
続
き
推
進
す
る
。
 

め
て
検
討
す
る
。
 

夜
間
警
備
に
つ
い
て
は
、
機
械

②
一
般
廃
棄
物
収
集
業
務
及
び
 

⑥
事
務
改
革
推
進
の
た
め
、奨
 
警

備
に
逐
次
切
り
替
え
る
。
 

除
排
雪
業
務
に
つ
い
て
は
、
今
 

励
制
度
の
整
備
を
図
り
、
自
発
 

後
更
に
そ
の
区
域
及
び
業
務
分
 
的

研
究
グ
ル
ー
プ
を
開
発
し
、
 

囲
 

野
の
拡
大
を
図
る
。
 

改
革
の
気
運
醸
成
及
び
職
員
の
 
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

③
市
営
牧
場
の
管
理
に
つ
い
て
 
志
気
高

揚
並
び
に
行
政
の
レ
べ
 

老
朽
施
設
を
廃
棄
し
、
能
率

は
、
利
用
者
団
体
へ
委
託
し
て
 
ル
向
上
を
図

る
。
 

的
な
施
設
を
積
極
的
に
造
っ
て

経
費
の
節
減
と
畜
産
農
家
の
生
 

⑦
住
民
基
本
台
帳
、
選
挙
人
名
 

い
く
こ
と
。
 

産
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
 
簿
、

国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
 

検
討
す
る
。
 

年
金
被
保
険
者
台
帳
を
電
算
化
 

模
写
伝
送
の
こ
と
。
 

④
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
 
に

よ
り
一
体
的
処
理
を
図
る
。
 

補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
化
 

い
て
は
、
農
業
者
の
日
頃
の
実
 
⑧
生

活
保
護
費
、
児
童
手
当
等
、
 

い
く
つ
か
の
補
助
対
象
事
業
 
 

⑩
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
活
用

に
よ
り
、
文
書
業
務
の
定
型
化

の
促
進
を
図
る
。
 

④
福
祉
施
設
や
体
育
施
設
は
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
等
で

柔
軟
な
対
応
が
可
能
な
公
共
団

体
へ
の
委
託
を
検
討
す
る
。
 

⑤
公
共
施
設
の
電
力
契
約
量
の

見
直
し
を
行
い
、
電
気
料
の
節

減
を
図
る
。
昭
和
六
十
一
年度

に
市
役
所
、
中
央
公
民
館
等
七

施
設
の
受
電
設
備
変
更
工
事
を

施
工
す
る
。
 

⑥
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
」
や
 

「し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ

ー
」
 
の完
成
に
よ
り
、
そ

の
存
在
理
由
が
薄
れ
た
と
思
わ

れ
る
 
「老
人
福
祉
会
館
」
の
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
 

を
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
お
き
、
そ

の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
事
業
者

が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。
 

o
A
化
 

オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
化
の
略
。経
営
管
理
の
た

め
の
情
報
処
理
を
オ
ー
ト
メ
ー
 

シ
ョ
ン
化
す
る
こ
と
。
 

①
公
共
施
設
の
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
既
存
施
設
の
有
効
利
用

を
図
り
つ
つ
長
期
展
望
に
た
っ

て
将
来
の
財
政
負
担
をも
考
慮

し
て
計
画
す
る
。
 

②
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
 

い
「館
等
公共
施
設
の
設
置
及
ひ管
理
運営
の
合
理
化
に
っ
い

o
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新
し
い
献
血
制
度
が
ス
タ

ー
 

ト
し
て
間
も
な
い
四
月
八
日
、
 

七
和
地
区
で
本
市
と
し
て
は
本

年
度
初
の
移
動
採
血
が行
わ
れ
、
 

二
〇
三
人
が
こ
れ
に
協
力
し
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
市
赤
十

字
奉
仕
団
七
和
分
団
（堀
内
キ
 

I
I
I子
分
団
長
）
が
昨
年
に
引
き

続
き
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
同
地
区
住
民

も
積
極
的
に
協
力
。
 

移
動
採
血
は
、
採
血
車
一
吾

に
よ
っ
て
前
田
野
目
分
館
、
高

野
文
化
セ
ン
タ
ー
、
七
和
農
協

前
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
原

子
、
俵
元
農
産
物
加
工
研
修
セ

ン
タ
ー
の
五
か
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
七
和
農
協
前
で
の
採
血

に
は
、
七
和
農
協
職
員
や
近
く

の
七
和
電
子
の
従
業
員
も
協
力
。
 

同
分
団
で
は
、
献
血
者
に
対

す
る
車
で
の
送
迎
の
ほ
か
、
献

血
を
済
ま
せ
た
人
達
に
は
 
「献
 

血
そ
ば
」
を
出

す
な
ど
心
の
こ

も
っ
た
応
対
を

し
て
い
ま
し
た
。
 

同
分
団
で
は
、
 

昨
年
青
森
少
年

院
の
慰
問
も
行

い
、
団
員
手
づ

く
り
の
膝
か
け

五
〇
枚
を
寄
贈
0
 

今
年
も
市
内
の

老
人
ホ
ー
ム
の

慰
問
や
中
郡
岩

木
町
の
障
害
児

福
祉
施
設
へ
の

奉
仕
な
ど
を
予
 

カ
 

定
し
て
お
り
、
活
発
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
 

堀
内
分
団
長
と
日
赤
県
支部

奉
仕
団
の
川
浪
豊
登
指導
講
師

は
、
 「私
達
が
こ
う
し
て
活
動

で
き
る
の
も
地
域
の
人
達
の
協

力
が
あ
る
か
ら
で
、大
変
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
 

・

っ
て
い
ま
し
た
。
 

本
市
の
献
血
実
績
は
、
昨
年

度
は
目
標
の
七
九
智
と
例
年
に

比
べ
て
向
上
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
県
内
の
低
位
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の
七
和

地
区
の
大
ロ
の
協
力
は
、
本
年

度
の
好
調
な
ス
タ
ー
ト
と
言
え

そ
う
で
す
。
 
 

z
zタ
 
血
液
の
安
定
確
保

食
寒
を
め
ざ
し
、
四
月
一

ト
パ
日
か

ら
献
血
制
度
が

愚
（
？
変
わり
ま
し
た
。
 

タ
 
あ
なた
が
選
 

【
、
 
払
 
三
て
の
 

”
一
 献
血
方
法
 

F
こ
 
昭

和
六
十
年
の
献

匡
 
血
者
は
全

国
で
約
八

割
 
百

七
十
万
人
。
全
人

且
 
ロ

の
約
七
・
二
智
の
 

J

り
献
血
率
は
、
世
界
で

勃
 

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
 

、
。

誇
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

→
 

一
回当
た
り
の
献
血
 

ー
 

量
 
コー
百、I
I
リ
リ
ッ
 

新
 ト
ル
」
は
、
世
界
で
 

も
最
少
量
の
レ
ベ
ル
 

で
す
。
そ
の
た
め
多

く
の
善
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

医
療
用
の
血
液
は
不
十
分
な
の

が
現
状
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
回
の
改
正
で
 

は
従
来
の
 
「二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
献
血
」
に
加
え
、新
た
に
「四

百
I
I
I

リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
」
と
血

液
中
の
特
定
成
分
だ
け
を
採
血

す
る
 
「成
分
献
血
」
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
四
月
一
日
か
ら

は
こ
れ
ら
三
つ
の
中
から
、
ど
 
 

れ
か
を
選
ん
で
献
血
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

0
0ミ
リ
リ
ット
 

4
 

ル
献
血
 
安
全
 

性
は
実
証
済
み
 

血
液
の
安
定
確
保
と
、
輸
血

に
よ
る
肝
炎
な
ど
の
感
染
や
そ

の
ほ
か
の
副
作
用
を
減
ら
す
た

め
に
生
ま
れ
た
の
が
、
四
百
I
I
、
 

リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
す
。
 

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は
、
 

日
本
人
と
同
じぐ
ら
い
の
体
格

を
し
た
東
南
ァ
ジ
ア
諸
国
の
人

達
の
ほ
か
、
世
界
各
国
で
か
な

り
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
医

学
的
に
も
そ
の
安
全
性
は十
分

に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

成
分
献
血
 

必
要
な
成
分
を
 

採
血
す
る
 

成
分
献
血
と
は
、
血
液
中
の

血
葉
あ
る
い
は
血
小
板
だ
け
を

採
血
す
る
方
法
です
。
 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
採
血
方

法
が
必
要
な
の
か
と
い
う
と
、
 

血
奨
成
分
か
ら
つ
く
る
血
梁
分

画
製
剤
が
現
在
の
医
療
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
もの
だ
か
ら
で

す
。
 

成
分
採
血
は
世
界
各
国
、
そ

し
て
国
内
の
大
学
病
院
・
総
合

病
院
で
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い

て
、
安
全
性
は
十
分
に
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

健
康
な
時
に

献
血
を“
 

今
回
の
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
と
成
分
献
血
の
導
入
は
、
 

医
療
に
必
要
な
血
液
製
剤
す
べ

て
を
献
血
か
ら
確
保
す
る
努
力

の
第
一
歩
な
の
で
す
。
 

健
康
な
時
に
献
血
し
、
必
要

な
時
に
血
液
製
剤
を
使
っ
た
医

療
を
受
け
る
 
あ
な
た

の
さ

し
の
べ
た
腕
が尊
い
生
命
を
守

り
ま
す
。
 

新
し
く
な
っ
た
献
血
制
度
に

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

＋
チ
f
チ
＋
+
f
f
f
+
f
f
 

一
国
目囲
固
 

《
 5
月
1
0日
、1
6日
 

中
 
ー

，
ー

．
ー
ー
 

ー
 

中

中
 
＋
 

中
 

‘
 
中
 鱗

 

＋ヂ
f
f
十
子
子
子
子
チ
子
、
 

、、、、、蔵恕之豊 ~ーー 

献血者の応対をする赤十字七和分団の人達 

炎
象
が
 

一J
日
 b
一
一I、
一
 

ー

‘一
 》木
・封
に
レ
』
ー
 

r
 

(
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建 

,
 

今
春
初
の
卒
業
生
が
誕
生
し

た
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
 

（辻
茂
校
長
）
で
四
月
十
日
、
 

六
十
一
年
度
生
の
入
学式
が
行
 
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
学
生
と
父
母
、来
賓
、
 

学
校
関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
約

三
〇
〇
人
が
出
席
。
 

ま
ず
辻
校
長
が
、
機
械
シ
ス

テ
ム
系
四
〇
人
、
電
子
科
二
六

人
、
建
築
設
備
科
一
八
人
の
合

わ
せ
て
八
四
人
（
うち
女
子
四

人
）
の
入
学
を
認
定
し
た
後
、
 

「輝
や
か
し
い
今
日
の
感
激
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
勉
学
に
励
み
、
 

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
県
知
事
代
理
の

佐
々
木
三
津
雄
県
商
工
労
働
部

次
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
森
 

長
が
 
「今
日
の
医
学
の
進
歩
に

対
応
で
き
る
看
護
婦
と
な
る
た

め
に
、
本
日
の
意
義
あ
る
日
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
勉
学
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
式辞
。
 

引
き
続
き
、森
田
市
長
が
「皆

さ
ん
が
自
ら
選
ん
だ
こ
の
道
の

使
命
の
大
き
さ
、責
任
の
重
さ

を
自
覚
し
、
勉
学
に
ま
た
人
間

形
成
に
努
力
し
て
、
思
い
や
り

の
あ
る
た
く
ま
し
い
人
間
に
成

長
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
 
 

田
市
長
が
「
貴
大
学
校
は
、
勉

学
に
、
そ
し
て
人
格
錬
磨
に
理
 

想
的
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。
学

校
長
は
じ
め
諸
先
生
の
ご
指
導

の
も
と
に
理
想
を
高
く
掲
げ
、
 

た
く
ま
し
く
前
進
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
わ
が
国
産
業
の
発

展
は
も
と
よ
り
、
当
地
域
の
振

興
発
展
に
も
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
 

最
後
に
、
新
入
生
を
代
表
し

て
機
械
シ
ス
テ
ム
系
の
坂本

一

真
さ
ん
が
 
「学生
と
し
て
の
本

分
を
守
り
、学
習
に
励
み
ま
す
」
 

と
宣
誓
し
て
式
を
終
わ
り
ま
し

た
。
 

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

県
環
境
保
健
部
長代
理
の
桜
庭

広
次
五
所
川
原
保
健
所
長
と
川

浪
直
治
市
議
会議
長
が
、
ま
た

上
級
生
を
代
表
し
て
三
年
の
川

口
典
子
さ
ん
が
、そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
入
学
生
を
代
表
し

て
棟
方
直
人
さ
ん
が
 
「よ
り
多

く
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
、学
生
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
も
っ
て
精
進
し
ま

す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

同
大
学
校
は
、
技
術
と
技
能

を
兼
ね
備
え
た
実
践
技
術
者
の

養
成
校
。特
に
本
市
は
、青
森
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
心
と
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
着
工
四
年
目
を

迎
え
た
七
里
長
浜
港
の
後
背
地

と
し
て
、
さ
ら
に
本
市
が
造
成

し
た
漆
川
工
業
団
地
に
東
北
で

も
有
数
の
先
端
技
術
産
業
が
立

地
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
大

学
校
に
は
地
域
振
興
の
中
核
と

し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
 

同
学
院
は
、
総
合
病
院
で
あ

る
市
立
西
北
中
央
病
院
を
実
習

の
場
に
、
秀
れ
た
教
師
陣
を
擁

し
、
学
理
と
実
習
を
組
織
的
『
 

一
体
的に
行
う
こ
と
が
で
き
る

西
北
五
唯
一
の施
設
で
、
入
学

生
は
今
後
三
年
間
、
看
護
婦
国

家
試
繋

口
格を
め
ざ
し
学
び
ま

す
。
 

麟
難
纏
蕪
総
難
難
羅
響
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!
,
 

 

  

市
立
高
等
看
護
学
院
 

（
学院
長
・
副
島清
治

西
北
中
央
病
院
長
）
の

六
十
一
年度
入
学
式
が

四
月
十
二
日
、
同
学
院

で
関
係
者
約
一
〇〇
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
 

看
護
婦
（
士
）
を
め
ざ

し
て
三
六
人
（う
ち
男

子
一
人
）
が
そ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
副
島
学
院
 



梅
沢
支
所
移
転
の
お
し
ら

せ
 

賃
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
増
築
工
事
の
完
成
に
伴
い
、
 

五
月
一
日
か
ら
梅
沢
支
所
を
同
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
す
。
 

所
在
地
 
梅
田
字
燕
口

一
一
八
の
三
（
梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
廿
⑩
二
一
一
一
番
）
 

尾
医
臨

昨
騒

村
オー
プン
」
 

▽
期
日
 
五
月
十
八
日
（
日
）
 
午

前
九
時

一
〇
分
）
に
バ
ス

▽
会
場
 
飯
詰
味
噛
ケ
沢
 
「野
 
が

出
ま
す
。
 

鳥
の
村
（
家
）
」
 
②
直
接
会

場
へ
集
合
さ
れ
る
方

▽
講
師
 
日
本
野
鳥
の
会会
員
、
 

は
、
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
 

津
軽
植
物
の
会
会
員
 

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
参
加
費
 
無
料
（
た
だ
し
、
 

豊
食
、

筆
記
用
具
、
手
帳
（
野
 

バ
ス
利
用
者
は
バ
ス
代
と
し
 

帳
）
、
帽
子
、
長
靴
（
コ

ー
 

て
五
〇
〇
円
）
 
ス
に

水
た
ま
り
が
あ
る
）
を
 r

 

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

④
雨
天
の
場
合
は
「野
鳥
の
家
」
 

で
実
施
し
ま
す
。
 

⑤
観
察
は
、
野
鳥
と
野
草
に
別

れ
て
同
時
に
行
い
ま
す
か
ら
、
 

ど
ち
ら
か
一
方
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
お
申
し
込
み
の
際
 
「バ
ス
利

用
の
有
無
」
と
「観
察
種
目
」
 

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
0
 

※
「野
鳥
の
家
」
は
、九
月
三
十

日
ま
で
開
放
し
ま
す
の
で
、
 

学
校
、
団
体
、
家
族
等
で
自

然
観
察
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

主
催
 
市
教
育
委
員
会
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「みんなの教室一受講生募集1 
I 	中央公民館」 
レ申し込み受付期間 5 月1日～15日 

レ申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、氏 

名、年令、性別、電話番号を記入のうえ、お申 

し込みください。 （希望教室は一人で2 教室ま 

で申し込みできます。） 

レ受講料 無料（ただし実費は必要です。） 

お申し込みやお問い合わせは、市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7fl⑩ 6 0 5 6 番）へどうぞ。 

教室の紹介 （各教室とも定員20人） 

教 室 名 曜日 時 	間 講 師 名 

茶 	道 水 
一

1
 

、H
.
.
 

可

0
  

ト
0
 

っ
」
 

0
  

0
 
I
 
0
 

 

浜田 宗近先生 

生 	花 木 10:00 	12 】00 逮州流渋谷とく先生 

生 	花 水 lo:00-12:00 小原流鰐田和子先生 

料 	理 火 lo:00--12:00 山本 淳先生 

洋 	裁 土 lo:o0---12:00 野呂三枝子先生 

着 	付 金 lo:00-12:00 鶴谷公美子先生 

ち ぎ り 絵 木 lo:00-12:00 神 貴美子先生 

日 本 舞 踊 金 10: 00---12 :00 藤間 綾先生 

コ ー ヒ ー 月 9:30~ 11:30 小栗山隆志先生 

書 	道 水 lo:00-12:00 時田 智子先生 

ス ポ ー ッ 火 1o:oo-12 :00 藤田 妙子先生 

ダ 	ン 	ス 木 lo:00-12:00 田沢 俊一先生 

計量器（はかり）の定期検査 
商店、農業経営者などで計量器を使用している

方は、年 1回の定期検査を必ず受けてください。 

レ注意すること 

① 検査当日は、通知書（はがき）、印鑑、検査

料をご持参ください。 

② 検査を受けないはかりは、使用することがで

きません。 

③ 通知書記載の期日に検査を受けられない方は

他の場所でも受けられます。 

④ 期間中に検査を受けないと県計量検定所（青

森市）で受検しなければなりません 

期 	日 i 	時 	間 場 	 Iリ「 

5月26日（月） 
午前10時30分～正午 毘沙門， 

長 	富」、ュ 	フイて二ノブー 

斤

t
 

、
 

っ
J
 
 

後
 
時
 
時
 

コミュニテイセンター 飯詰 

5月27日因 午前10時～午後 3時 市 農 協 三 好 支 所 

5月28日困 
午前10時～1】時30分 コミュニテイセンター 中川 

午後1時～ 3時 津軽中央農協吹畑支所 

5月29日困 
午前10時～11時30分 市 農 協 栄 支 所 
午後1時～ 2時 市 役 所 梅 沢 支 所 

5月30日圏 
午前1(〕時～11時3'）分 コミュニテイセンター長橋 
午後1時～ 2時 コミュ．ニテイセンター 七和 

6月 9日（月） 午前10時～午後 3時30分 中 	央 	集 	会 	所 
（上平井町旧郵便局跡） 

6月10日因 午前10時～午後 3時30分 中 	央 	集 	会 	所 
（上平井町旧郵便局跡） 

6月11日困 午前10時～午後 3時30分 市 民 文 化 会 館 
6月12日困 午前1(〕時～午後 3時 市 民 文 化 会 館 

▽
申
し
込
み
 
五
月
士

百
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
廿
⑩
一
一
一
二
番

内
線
二
五
〇
番
）
へ
 

▽
そ
の
他
 

①
市
民
文
化
会
館
前
か
ら
、
午

前
九
時
（
中
央
小
学
校
前
は
 

は個人負担） 	 ューションなど・一・7回 

レ申し込み期間 5月1日～15日 
’ーー，ー 	 ー ・ 一 ．ーーー一ーーーー 

は個人負担） 	 ューションなど・一・7回 

胃 卿 教 国 	 学級生募集 
レ対象者 市内に居住する青年男女 レ開講式 5 月 28目 午後7時 

ン募集人員  30人 	 ＞内容（予定） 郷土の歴史、野外 

レ開催場所 市中央公民館 	 活動、税金の性格とはたらき、五 甘 

レ参加料 無料（バス代、材料費等 

ユ
 

詳しいことやお申し込みは、 

市教育委員会社会教育課 

(廿⑩2 111番 

内線250番）へどうぞc 



⑦ 昭和61年（1986年） 5 月 1 日 	 広報ごしよがわら （第614号） 

賛歎昭和61年度舞轟‘森轟貧標準額表 
L農業日雇賃金 	 市農業委員会 

田
畑
別
 

	

リ！ 	な 	別 
作 業 別 	 ～ ~~~~~ 

61年度標準額 

男 女 

水
  

田 	 植 1日当り賄なし 4,2叩円 4,200円 

稲 	 刈 】日当り賄なし 4,200円 4,200円 
田 脱 	穀 	調 	整 1日当り賄なし 4,200円 4,2叩円 

《
 

 

りんご勢定（特技者を除く） 1日当り賄なし 5.3 00円 
り 	ん 	ご 	授 	粉 1日当り賄なし 4,000円 4,000円 
り 	ん 	ご 	摘 	果 】日当り賄なし 4,000円 4,000円 

スm 
り 	ん 	ご 	袋 	掛 1 	日 	当 	り 4,2I DO円 

り 	ん 	ご 	収 	穫 1日当り賄なし 3,800円 3.800円 
薬 剤 散 布 作 業 1日当り賄なし 3,800円 3.800円 
一 般 農 作 業 1日当り賄なし 3,800円 3,800円 

乙耕転機等賃借料 

欝 
作 業 	別 61年度標準額 

k
ー
一
フク
タ

ー
  

耕
 
転
 
機
 

田 打 砕 	き l 	O 	a 	当 り 4,900円 
畑 打 砕 	き bo 	a 当 り 4,900円 
田 荒しろかき・ boa 当り（ 2 回） 3,900円 
田 植 しろかき 10 a 当り（ 2 回） 3,900円 
耕起より しろかき l 	O a 当 り 13,000円 

バ 	イ ン ダ 	ー 糸持 1 Oa当り 8,800円 
ノ、 	ー べ ス タ 	ー 人付 1 Oa 当り &800円‘ 

コ 	ン バ イ 	ン 人付 I Oa 当り 

16.000円 

1
7
 
p
 
0

メ
 

0
n
J
 

円
り
  10,000円 

（麦） 

田 植 機 人付 I Oa 当り 4,900円 

オ ペ レ ー タ 一 賃金 	1 日 当 り 6,500円 

*1日の労働時間を 8時間とし、賄なしを基準とします。 

、
 

児
童

手
当
改
正
の
お
し

ら
せ
 

六
月
一
日
か
ら
二
人
目
の
子

ど
も
に
も
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
主
な
改
正
点

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

を
含
む
二
人
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
も
手
当
が
支

給
さ
れ
る
点
で
す
。
 

▽
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
童
（
六
月
一

日
現
在
で
満
二
歳
未
満
）
を
含

む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人

以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。
又

は
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を
 

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
で
い
る
こ
と
。
 

現
在
申
請
書
を
受
付
中
で
す
。
 

申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

実
際
の
支
払
い
は
十
月
か
ら
に

な
り
ま
す
。
 

な
お
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
 

事
業
所
か
ら
の
支
払
い
に
な
り

ま
す
の
で
届
出
は
不
要
で
す
。
 

▽
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
 

m
保
険
証
 

②
銀
行
の
ロ
座
番
号
 

⑧
印
鑑
 

④
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
 

（税
務
課
か
ら
）
。
た
だ
し
本

年

一
月
一
日
以
降
に
転
入
の
方

は
前
住
所
地
か
ら
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
児
童
係
（
か
⑩
二
一

一
一

番
 
内
線
一
西
三
番
）
へ
ど
う

ぞ
。
 

駒γ誉同楚期演菱畑 
二無烈！書i然奮潤、十 週 
西北五唯一の社会人吹奏楽

団です．ク 多数のおいでを．ク 

▽日時 5月3日（土） 

午後5時開場 

▽場所 市民文化会館 

▽入場料 一人300円 

一
 

偏
蓮
ゆ
置
め

ぐ
り
 
参

加
者
を
募
集
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
で
は
、
歴
史
の
道
（
銅
の
道
）
 

め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
五
月
十
八
日

（
日
）
 

午
前
七
時
、
午
後
六
時
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
、
鶴
田
 

、
板
柳
、
碇
ケ
関
、
錦
木
塚

、
 

マ
イ
ン
ラ
ン
ド
尾
去
沢

・
史
料

館
、
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
 

、
十
和
田
湖
、
黒
石
、
板
柳

、
 

鶴
田
、
五
所
川
原
 

▽
集
合
時
間
・
場
所
 
午
前
六

時
五
十
分
 
中
三
デ
パ
ー
ト
前
 

（
市内
本
町
）
 

マ
会
費
 
一
人
四
千
七
百
円
 

（
昼
食
、見
学
料
含
む
）
 
 

▽
申
し
込
み
先
 
青
森
市
大
字

松
森
字
佃
 
青
森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
【
 

〇
一
七
七
⑩
一
〇
六
四
番
）
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
五
月
十
五

日
 

マ
申
し
込
み
受
付
時
間
 
午
前

八
時
三
十
分
、
午
後
四
時
（
日

曜
日
を
除
く
）
 

マ
そ
の
他
 

●

会
費
は
、
当
日
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
 

●

参
加
者
が
三
十
八
名
以
下

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
 

●

申
し
込
み
後
、
連
絡
な
く

当
日
参
加
し
な
か
っ
た
場
合

は
会
費
を
全
額
い
た
だ
き
ま

す
。
 

柔
纏
難
勲
 

▽
期
間
 
現
在
か
ら
来
年
三
月

末
ま
で
。
 
（毎
週
月
・
水

・

金
曜
日
）
 

マ
時
間
 
午
後
五
時
三
十
分
か

ら
七
時
ま
で
。
 

マ
場
所
 
三
道
会
館
 

マ
対
象
者
 
小
学
生

（男
女
）
 

詳
し
く
は
、
市
内
川
端
町

新
山
電
機
内
 
池
田
さ
ん
へ

ど
う
ぞ
。
（
廿
⑩
二
六
一
三
番

自
宅
は
⑩
四
六
三

1
番
）
 

〈×
菩
×異
×
鍵
v
§
×
妥
×
鍵
v
o
 

工
業
統
計
調
査
用

ポ
ス
タ
ー
募
集
 

▽
応
募
資
格
 
特
に
な
し
 

▽
応
募
期
間
 
五
月
十
日
上

ハ

月
三
十
日
（
当日
消
印
有
効
）
 

ポ
ス
タ
ー
の
規
格
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
県
企
画
部
統
計
課

云

〇
一
七
七
ー
 
一
一
一
一

番
 
内
線
二
一
八
一
番
）
へ
ど

う
ぞ
。
 



レ日： 

レ場所
ン内容 

主催 

6月 I日（日） 
午前10時～午後 3時 
中三デパート 5階催事場
歯の無料健康診査、歯の磨
き方指導、図画ポスターの
展示、歯科関連物の展示
県歯科医師会北五支部会、 
衛生士サークル 

轟0鯵」 お願いします。 

5
 

月
 

日
  

午 	前 午 	後 

2
H

(
  

10時～正午 1時30分～4時 

木村石油 

広田給油所前 

（広田） 

マルトモデパート 

駐車場 

（大町） 

12
H

() 

10時～11時 正午～4時 

コミ．ュニテイ 

防災センター前 

（鎌谷町） 

日立東部セミコン

ダクタ津軽工場前 

（漆川） 

30
H

圏 

10時～正午 1時30分～4時 

五所川原保健所前 

（末広町） 

白生会胃腸病院前 

（上平井町） 

みんなの健康教室へどうぞノ 

レ日 時 5 月23日（釘 午後 1時 

ン場 所 市保健センター 

レテーマ 「端息について」 

レ講 師 対馬昭幸先生 

（対馬内科小児科医院長） 

主催 北五医師会・市民保健協議会 

レ
ン
レ
レ
 

日
場

テ
講
 

一
 

時

所
 

お
 
詫
 
び
 

去
る
四
月
中
旬
に
配
布
の
「
み

ん
な
の
健
康
教
室
」
の
チ
ラ
シ
 

記
事
の
中
で
、
 一
月
二
十
三
日

の
講
師
名
が
 
「松
坂
忠
」
と
あ
 

る
の
は
 
「松
坂
正
」
の
誤
り
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
 

ま
す
。
 

（
市
民
保
健
協
議
会）
 

引年度歯の健康診断室 

つ 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の紹介は消防署へ 

ff35 一 2019番 

（救急医療部会） 

昭和61年（1986年）5 月1日 広報ごしょがわら 
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層園客施肉員自 g 
言マミて教室開催のお知らせ 

赤ちゃんのために、 2 日 FlUJFlJ - 妊 	奮鶴

娠中の食事、離乳食のすすめ方に 織I綴

ついて学びます。 

お気軽においでください。 

レ日時 l器器器昌午前9時30分～午後1時 
ン場所 市保健センター 

レ受講料 無料 

＞対象 妊婦さん20人（中毒症のない方に限る） 

レ申し込み期間 5 月1日～ 6日 

レ申し込み先 市衛生課予防衛生係（廿価）2111番内線 

268番） 

ノ」、『甲学生の保護者の皆さんへ
ツ反・BCG予防接種の実施について 

市では、本年も小学1年と中学1年の児童生徒を対

象に「ツベルクリン反応検査・B CG」 を行っていま

す。また、小学 2年と中学 2 年の児童生徒で、前年に 

BCG接種をした人は本年もツ反検査・B CGを行い

ます。接種実施期日は 4 月15日～ 5 月17日です（予定）。 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供

栄
転
は
大
き
な
判
を
強
く
捺
し
 
長

一
郎

古
里
を
持
た
ぬ
子
が
い
る
人
事
異
動
 
一
 
粋

死
ぬ
と
き
は
一
人
身
軽
な
旅
想
う
 
一
 
閃

再
職
へ
捨
て
た
仮
面
を
補
修
す
る
 
淡
 
平

土
の
香
も
一
緒
に
届
く
母
の
文
 
英
 
子

命
張
る
教
師
を
囲
む
つ
ぶ
ら
な
瞳
 
よ
し

ゆ
き
 

川
 

柳
 

た
ば

こ
は
、

市
内
か
ら

買
い

ま
し
よ

う
 

糾
鞍
り」
論
罷
瞬
難
朔
 

‘
 

消
費
税
と
し
て
市
の
収
入
に
な
り
ま
す
。
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